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超音波利用による和牛の産肉能力に関する研究

第 1報 和牛生体 の背最長筋横 断面積, 皮下脂肪厚

および脂肪交雑 のき則定 について

熊 崎 一 雄 ･原 田 宏

StudiesonPerformanceofMeatProductionofJapanese
BeefCattlewithUseofUltrasonics.

Ⅰ. TheUltrasonicMeasurementofRib-EyeArea,Fat
ThicknessandMarblingofJapaneseBeefCattle.

KazuoKuMAZAKI,HiroshiHARADA

(1976年 5月 1日受理)

緒 言

近年食肉供給源としての和牛の重要性がますます増大するに伴って,和牛の特色である肉質の改良

に対する関心が高まってきている.しかしながら肉質の良否は従来と体成績によって始めて知ること

ができるため,肉質のす ぐれた種雄牛の選抜は後代検定によらなければならず,かなり長期間を要す

る.したがって生体のままで肉質の良否を判定することができれば,種雄牛の選抜や肥育牛の飼養方

法の改善に資するところが大 きい.

最近外国において, 超音波を利用して牛生休内部を測定する試みがなされているlI3)が, わが国で

は,わずかに土屋 ら4)が, 肉牛生体のロース芯面積と皮下脂肪厚を測定した結果を報告しているにす

ぎない.そこで本試験は,和牛を用い,超音波による生体の背最長筋横断面積,皮下脂肪厚および脂

肪交雑などの測定方法について検討したので報告する.

材 料 お よ び 方 法

1. 供 試 牛

供試牛は, 昭和 50年度 宮崎LEjT<総合農試

肉畜支場で産肉能力間接検定に用いられた

23頭, および若齢肥育試験に用いられた 探*-7･

17頭,さらに同年度,同県枝肉共進会に出

品された40頭,計 80頭の黒毛和種去勢牛

である.

なお,本測定機の測定条件の検討,およ

び牛生体の測定部位による検討には,宮崎

大学付属住吉牧場において放牧飼育してい

る黒毛和種繁殖牛 4頭を用いた.

家畜育種学研究室

l'tJl山 肘11JI甘

図 1 超 音 波 測 定 の 原 理 図
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2. 測 定 原 理

木測定機は,海 I･:T冨機 KK 試作に.よる題話波 ロース断面根測定法il'fl･であ り. その原矧 畑対1に示

すとお りである.

すなわち,搾触子か ら超音波パルスを動物の体内に発射すると各組純の境界面か ら反射波れ 各組

織の一･定の伝播速度に応 じて もとって くる.これ らの反射波は増幅 され, ブラウン管上でそれぞれの

境界冊 に対応 した位問に野 点 として表 ′J(きれ る.

走査によって連続的にブラウン管上に長示 され,

および 1/3)によって記録するものである.

3. 測 定 方 法

本試験での超音波C,I)周波数は 1MHzを川

い tこ.

試験牛 を 卜分に保 定 し,その左側第516.

7-8V LliLよぴ 12--13の各測定部位にあ[:

る肋竹間をl回~1線か Ll,腹側に約 7cm の幅で

毛刈 りし,超音波探触イの接触媒質 (流動ハ

ラフイン射 L即日)を l･分に埠布した後,Lx!2

に/Jけ ように測定をl/ljった.

圧休による測定の後.宮崎県市井公社にお

いてと榔 附 /fl,し,2F二l閥冷蔵保/J･した.そレ)

後枝肉のノ誹UrlliAiI)- 6uJ-J骨閑を切断 して,皮

｢刊酬/;JlJl, し,--ス芯市税および)捌/)'交雛なと

これ らのことが, モーター駆動による探触 ｢の自動

これを,ホラロイ ドカメラ (一7=j･'fi'･ft度は実測値のl/2

閲2 超】肯波による,.n宅和僅/i-'体のP,LJJ'Ji:

を測定 し超 出府 こ.上る測定値 との比較検討,'r/rj-'T=.

結 果 お よ び 考 察

1. 超音波測定による記録写実について

超-llr'f波に,よる記3,F'jl'壬とと体の L7--ス断和一′j:lj':･との比較を図 3に示 しT=.

これによると令(/Ll榊,'J-<射波による輝点か掛か く. とくに皮 卜J掛けjを迎椀 した柄 としてとらえろこ

とが.Yr.=l囚!/邪Lなように思われた.

E.<1 3 越TT一汲.-id絞lj:でさととはロ-ス断面'Fij:丸L)比俄
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しか し,休表面近 くの浅い部分 もロース芯以下の 卜屑において も反射波に強度なかたよりはな く,

と体の ロ-ス断両等出と比較 して.かな り明l蜘 こ/(･'.体什制Iyfiiiが認め られる､ようにJLLわれた. ことに

U-ス芯Ji-どなと!?まく)J酬/)1まよ (判別できることが認め られた.

[:lI,範音波 弓̀'鴻上に現われ る微細な反射波が必ずしも)捌/用描良に対応 した も0)ではな く, リース

芯の形伏あるいは両税を測定する場合, 確々検討を要 した.

本試験での超音波写貴は, 1MHzの超音波を用いた ものであるが. はばIFij様の条件でnJLわれT=と

思われる Stoufferら''の 1MHzの超音波を用いた記録'El点 と比較すると, /J体内部構造を判定す

るうえではか7d.りす ぐれているとJLlわれ7こ. また,Davisら2)は 2MHzの通常政を用いて得f:記録

をJ確告しているが,本試験結果 と比較 して, とくに下冊部の扶懐か不明瞭であった.

しか しいずれの噛合において も,/i-.体における梢造, とくに ロー芯o))倒犬は, と殺後冷蔵 され垂巾

につ り下げ られたあとの もの と吊-て (lt)ると.'iノZ,えら′れず, そL,)ことが,超音波による記録写夷 と,

と体か ら得た写募ti･の冊に岩手の差異を止 しさせているのでt士,'よいか と偲われに

2. 生体の測定部位による検討

測定o)磨,胡苫波探触 (の移動が/:lLlヰこ豪l榊こ対 しII酢 に密弟 して行われること, また超宵波の透過

≠ 至 苧 ----;; -I;-;--=3-I-

第 5-6 肋 ,i■j･ 悶 an,7- 8 肋 ･i'yTl'-A

票 惑 轟

第10-11 肋 竹 澗 第12-13 肋 骨 問

図 4 第 5-6,7-8,10-ll,12-13 各肋骨間の迎音波記録写i■i
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皮が低下 しないよう測定付罠を定めることなどの条件か ら,測定部[1'I:が制限 されることも1'zjえられる

ため, 第 5肋骨か ら篇13肋･JrTj･までの1/fr肋･ij･冊について測定部佃 こ.上る検EfJを行い, その紺黒を図4

に示 した.

これL■,に,tると,測定部化か後姫にい くにしたがって,記録等.1'i後力左側0)反射波が きわめて減少

することが認められたが,これは,後姫 にい くにしたがって肋･iJJL･が斜め(.こ走 I)題 Ll''E波の透過度が低卜

するためと思われた.しかし接触撲 _r'の年休表血J-の移動は後解にいくにしたがってかな :)なめらか

になるた～J),Davisら2),Stoufferら1,5)ぉよび Tulloh らb'の髄仁Zと同様, きわめてItl''･たんな記録

が得 られた.

ロ-ス芯断融uj形朕については後躯にい くにしたがって梢に長 くなることが.-.-去jめられ,また皮下膳

Ju]'厚おJ:ぴロース芯耐債の測定に的する反射波の伏倭については,測定部イ;/の差によるl;1)]らかな差異

はない.とうに思われた_

まT=,JLlj.胴I'Bにおける/ftIの測定用Hlr/Iによる検,川を第5-6qJJ･馴抑こおいて4J'･い,それ らを図5

に示 し[=.

.肇 塵 頚 霧

J_LL; 棚 llJ 【州

図 5 第5-6JUj,けr''帖Eanlわ上びイ1川U')Rjfl一敗礼媒lJ･山

これ らによると,ノ._LJ-の測定邦Jtr/:の差異による記録′̀了1'Tlの伏態には,ほとんど;･.I-_0)ないことが認め

られT=.

3. ロース芯面稀および皮下脂肪厚の超音波測定値とと体実測値との相関

本試験に用いT=80融レ)詣駈′トについて, ロース芯而機 と皮 卜昭肋厚の題輔 JiEillrl定lLlrl.とと休実測伯

との相聞を湖へ,その結果ri,衣lに小 Ll=.

炎 1 0-ス芯虚横および皮LFJ旧肪打の必音波糾P,上(出とと体実測Jrlltの幽繰

ロース瓜､而屯'i(cm2)
皮下胸肋坪 (mm)

**:P<0.01

′幽苗波恥主催1 と体実測ltLL

平 均 ば準如才… -TL''･均 勝野鮎i差

39.6 4.5
18.6 2.7

39.5 5.6
19.7 4.5

0.85**
0,69榊
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これ らによるとロース芯面積については,超音波測定値とと体実測値の両平均値間にはほとんど差

はなく,両者にはきわめて高い相関 (r-0.85,P<0.01)が認められた.これは,Watkinsら7)お

よび Tulloh ら6)の報告した数値よりかなり高 く,Davisら2,8)とほぼ同様の値であった.

また皮下脂肪厚については,平均値で超音波測定値が若干と体実測値より低いが,両者に高い相関

(r-0.69,P<0.01)が認められた.この相関係数については,Davisら2),Watkinsら7)および

Tullohら6)の報告よりかなり低い値であるが,これは,前述 したように反射波が微細で, とくに皮下

脂肪を連続 した層 としてとらえることが困難であるためによるものと考えられた.

これらの結果か ら, ロース芯面積および皮下脂肪厚については,超音波利用による生体でのiRIJ定が

かなり有効ではないか, と推察 された.

4. ロース芯面積,皮下脂肪厚と各形質との間における超音波値とと体実測値の比較

試験牛 80頭の1日平均増体畳,終了時体重,枝肉重量,枝肉歩留および脂肪交雑評点の各成績 とロ

ース芯面積および皮下脂肪厚 との問における, 臼齢で補正 した偏相関係数を超音波測定値とと体実測

値 とを比較し,その結果を表 2に示した.

表 2 ロース芯面積および皮下脂肪厚と各形質との偏相関係数

ロース芯面積 皮 下 脂 肪 厚

超音波測定値 と体実測値 超音波測定値 と体芙LH,rJ伯

1日平均増体量 -0.02 -0.04
終 了 時 体 蛋 0.21
枝 肉 重 量 0.23*

枝 肉 歩 留 0.19
脂 肪 交 雑 -0.03

0.26*
0.29**
0.21
0.03

-0.12 0.02
0.31** 0.20
0.36** 0.26*
0.29** 0.27*

-0.17 --0.31**

*:Pく0.05, **:Pく0.01

これによると, ロース芯面積では,超音波測定値 とと体実測値との間にきわめて高い類似性が認め

られた.また皮下脂肪厚において も,1E]平均増体墨,終了時体重および脂肪交雑で若干差異が認め

られるが,かなり高い類似性が認められた.

5.脂肪交雑と超音波記録写真の関係

+0.5-+4.0の各脂肪交雑評点における超音波記録写真の差異を図6に示した,

脂肪交雑評点 +0.5および +1.0の記録写真は他と若干波形調節条件を変えて行ったが,図6によ

ると, +2.0以下と +2.5以上 とでは,記録写真上のロース芯部位およびその周辺の微細な反射波の

数にかなり差が生 じることが認められた.しかしなが ら+4.0であるにもかかわらず,それほど反射

波が多くなかったこと,また記録 される微細な反射波が必ずしもすべて脂肪組織に対応 したものでは

ないと思われることなどか ら, さらに検討を要するものと思われた.

要 約

肉用牛の産肉能力の向上を図り,肉質のす ぐれた種雄牛の選抜および肥育牛の出荷時期などを早期

に判定することに有効な方法と思われる,超音波利用による年生体内部の測定方法について検討する

ため,宮崎県内の黒毛和種去勢牛 80頭 および宮崎大学附属牧場において放牧飼育 している黒毛和種

去勢牛 4頭を用いて試験を行い,以下の結果を得た.

(1)超音波記録写真とと体ロース断面を比較した結果∴超音波利用によりかなり生体内部の構造
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が判別できることが認められた.

(2)第 5-6,7-8,10-ll,12-13肋骨間の 超音波による測定の結果ロ-ス芯断面の形状は

後脂にいくにしたがって横に長 くなることがよく観察できた.また測定部位による記録状態の差は,

超音波の透過が肋骨などによって極端に妨げられないか ぎり認められなかった.

(3)試験に用いた80頭の黒毛和種去勢牛の超音波測定値とと体実測値の問には, ロース芯面積

(r-0･85,P<0.01)および皮下脂肪 (r-0.69,P<0.01)ともにかなり高い相関が認められた.

(4)脂肪交雑 と超音波記録写真の関係については, +2.0以下と+2.5以上の間にかなり反射波

に差が生 じることが認められたが,このことについては, さらに検討を要するものと思われた.

本論文の要旨は昭和 51年度日本畜産学会春季大会 (東京)において発表した.
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Summary

EightyJapaneseBlacksteersandfourJapaneseBlackcowswereultrasonicallyscanned
forstudyingaccuratemethodsforevaluatingcarcassqualityinlivecattle.

Allsteerswereslaughteredaftermeasurlng∇ithultrasollics,andcorrespondingcarcass
measurementsweretaken48hrs.post-mortem.

1. Photographstakenwithultrasonicscanningwerehighlyrepeatableandwerecon-
siderablyrelatedtocarcasscomposition.

2. 1tappearedthatchangesofshapeandsizeoftherib-eyewereobservedwithin
thesites;5-6th,7-8th,10-llthand12-13thribs,excepttheobstructionforultrasonicsin
thebody.

3. Theover-alldatashowedthatsubcutaneousfatthicknesswasestimatedlesspre-
cisely(r-0.69)and5-6thrib-eyeareawithconsiderableaccuracy(r-0.85). Boththese

correlationbetweenultrasonicestimation and actualvaluewerellighlysignificant(p<
0.01).

4. Itappearedtodistinguishbyultrasonicscanogram betweenover+2.5andunder
+2.0inJapanesemarblingscore,howeveritappearedtobemoredifficulttoobtainclose

relationshipsbetweenmarblingandultrasonicphotographs.


